
Q　
幼
保
無
償
化
が
昨
年
10
月
に
ス

タ
ー
ト
し
た
こ
と
を
受
け
、
全
国
３

千
人
の
公
明
党
議
員
が
利
用
者
と
事

業
者
に
直
接
訪
問
し
「
幼
児
教
育
・

保
育
の
無
償
化
に
関
す
る
実
態
調
査
」

を
行
っ
た
。

　
利
用
者
か
ら
は
「
幼
保
無
償
化
へ

の
評
価
」
に
つ
い
て
約
９
割
の
方
が

支
持
、「
今
後
取
り
組
ん
で
欲
し
い

施
策
は
」
の
問
い
で
は
保
育
の
質
の

向
上
が
ト
ッ
プ
で
あ
っ
た
。
ま
た
事

業
者
へ
の
「
安
定
的
な
経
営
を
続
け

る
上
で
期
待
す
る
政
策
は
」
と
の
問

い
で
は
人
材
の
育
成
・
確
保
の
支
援

が
ト
ッ
プ
で
あ
っ
た
。

　
本
市
の
保
育
士
の
人
材
確
保
の
状

況
と
対
策
は
。

A　
保
育
士
の
受
験
資
格
は
、
実
務

経
験
を
積
む
こ
と
で
も
得
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
意
欲
の
あ
る
方
を
保
育
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
雇
用
し
、
ま
た
就

職
フ
ェ
ア
を
開
催
す
る
な
ど
保
育
士

の
確
保
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

Q　
市
長
が
総
合
教
育
会
議
で
重
点

的
に
協
議
し
た
内
容
と
新
年
度
の
計

画
と
予
算
は
。

A　
文
化
財
の
活
用
、
学
力
向
上
、

学
校
の
実
情
な
ど
を
協
議
し
、
新
年

度
は
学
力
向
上
に
向
け
て
教
員
の
育

成
に
重
点
を
置
く
支
援
員
を
増
員
す

る
予
算
を
確
保
し
ま
し
た
。

Q　
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
計
画
は
。

ま
た
、
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
が
教
職
員
の
働
き
方

改
革
や
児
童
生
徒
の
人
格
形
成
に
寄

与
で
き
る
の
か
。

A　
各
教
室
に
指
導
者
用
パ
ソ
コ
ン

な
ど
を
増
強
し
ま
す
。
ま
た
、
校
務

支
援
ソ
フ
ト
の
活
用
や
学
習
教
材
を

Ⅰ
Ｃ
Ｔ
機
器
で
作
成
す
る
こ
と
で
働

き
方
改
革
に
つ
な
げ
ま
す
。
そ
う
す

る
こ
と
で
、
教
師
が
子
ど
も
と
向
き

合
う
時
間
を
確
保
で
き
、
子
ど
も
の

情
緒
の
安
定
、
人
格
形
成
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

Q　
歴
史
文
化
振
興
課
と
ス
ポ
ー
ツ

課
を
教
育
委
員
会
か
ら
市
長
部
局
へ

移
管
す
る
目
的
は
。

A　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
の
新
設
は
文

化
財
の
保
護
・
活
用
を
市
長
部
局
で

所
掌
し
、
観
光
や
ま
ち
づ
く
り
部
局

と
連
携
し
地
域
で
保
存
継
承
す
る
た

め
で
す
。

Q　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
認
知
度
が
急
速
に

高
ま
っ
て
い
る
が
本
市
職
員
へ
の
教

育
は
。

A　
職
員
へ
の
特
別
な
研
修
や
周
知

は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
理
念
を
踏
ま
え
な
が
ら
人
材
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

Q　
感
染
防
止
に
は
早
期
発
見
が
大

切
で
あ
る
。
感
染
が
心
配
な
時
は
、

ま
ず
医
療
機
関
に
連
絡
し
、
診
断
・

治
療
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
で
も
37
・

５
度
の
熱
が
４
日
間
続
く
時
は
、
保

健
所
な
ど
に
連
絡
す
る
と
い
う
こ
と

か
。

A　
適
切
な
相
談
を
せ
ず
医
療
機
関

を
直
接
受
診
す
る
こ
と
は
か
え
っ
て

感
染
す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
る
た
め
、

感
染
が
心
配
な
時
は
ま
ず
保
健
所
や

「
帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
」

に
連
絡
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

Q　
「
お
客
が
ガ
タ
減
り
の
上
、
歓

送
迎
会
の
団
体
客
も
キ
ャ
ン
セ
ル
が

相
次
ぎ
大
変
」
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
地
域
経
済
に
深
刻
な
影
響

を
与
え
て
い
る
。

　
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
時
は
20
兆
円

の
緊
急
保
証
が
さ
れ
、
借
換
融
資
や

返
済
猶
予
な
ど
の
対
策
が
と
ら
れ
た

が
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
へ

の
廃
業
や
倒
産
を
出
さ
な
い
対
策
は
。

A　
国
で
は
緊
急
融
資
や
雇
用
調
整

助
成
金
の
要
件
緩
和
な
ど
の
対
応
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
県
や
経
済
団

体
で
は
相
談
窓
口
の
設
置
や
経
営
サ

ポ
ー
ト
が
さ
れ
、
市
は
利
子
補
給
な

ど
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
国・県・

経
済
団
体
と
連
携
し
支
援
に
努
め
ま

す
。

Q　
安
倍
首
相
の
「
全
国
一
律
休
校

要
請
」
が
混
乱
を
広
げ
て
い
る
が
、

①
全
国
で
は
休
校
に
し
て
い
な
い
自

治
体
も
あ
る
が
、
な
ぜ
本
市
は
３
月

３
日
か
ら
休
校
に
し
た
の
か
。

②
県
下
で
は
低
学
年
向
け
に
開
校
し

て
い
る
自
治
体
が
あ
る
。
市
も
対
応

す
べ
き
で
は
。

③
「
一
日
中
家
の
中
だ
と
子
ど
も
が

ス
ト
レ
ス
で
大
変
」「
ス
マ
ホ
な
ど

の
ゲ
ー
ム
漬
け
」
と
の
声
も
あ
る
。

ま
た
、
虐
待
や
ネ
グ
レ
ク
ト
、
給
食

が
な
く
な
っ
た
こ
と
へ
の
心
配
も
あ

る
。
こ
れ
ら
へ
の
対
応
は
。

A　
①
感
染
防
止
の
た
め
に
休
校
が

必
要
と
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
２
日

か
ら
の
休
校
で
は
、
子
ど
も
に
と
っ

て
「
突
然
の
別
れ
」
に
な
る
た
め
、

３
日
か
ら
に
し
ま
し
た
。

②
夏
休
み
の
経
験
も
あ
り
、
学
童
に

朝
か
ら
の
対
応
を
お
願
い
し
、
指
導

員
の
面
で
は
学
校
の
支
援
員
を
派
遣

す
る
な
ど
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

③
児
童
の
家
庭
で
の
状
況
把
握
に
つ

い
て
は
家
庭
訪
問
や
電
話
で
対
応
し

て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
議
員
団

廣
田　

耕
康

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

万
全
の
対
策
を

中
小
企
業
者
へ
の
緊
急
支
援
を

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

実
態
調
査
か
ら

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発

目
標
）へ
の
教
育
は

急
務
、
学
力
向
上
と

教
育
振
興
策
は

Ⅰ
Ｃ
Ｔ
整
備
と
働
き
方
改
革

子
ど
も
の
人
格
形
成
は

新
設
さ
れ
る
文
化
ス
ポ
ー
ツ

部
と
は

一
律
休
校
で
の
子
ど
も
ケ
ア
を

公
明
党

吉
坂　

 

豊

新
政
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会
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上　

 

均
　クラスター（集団）の発生を防止する
ために、日ごろの生活の中で３つの「密」
を避け、不要不急の外出を自粛し、手洗
いうがいなど一人一人が対策を取りま
しょう。

新型コロナウイルス
感染症拡大防止

保育士確保に向けた就職フェア

整備が待たれる教育ⅠＣＴ機器
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